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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 
本標準は、１９９３年７月の国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）ＳＧ１３ 第１回全体

会合において勧告化手続きにかけられたＩＴＵ－Ｔ勧告草案Ｉ．３６５．１に準拠している。 

 

２．上記国際勧告などに対する追加項目等 
本標準の付属資料Ａは、ＩＴＵ－Ｔ勧告の Annex A をもとに本文中に使用されている用語を追加し、名称

を「略称および用語リスト」と変更している。 

 

３．改版の履歴 

 

版数 発行日 改版内容 

第１版 平成 ８年 ４月２４日 制定（ＪＴ－Ｉ３６５廃止に伴う制定） 

   

 
４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

 

ＪＴ－Ｉ３６５．１が参照している勧告、標準等 

ＴＴＣ標準： ＪＴ－Ｉ３６３、ＪＴ－Ｉ２３３〔Ⅰ〕、ＪＴ－Ｑ９２２、ＪＴ－Ｉ３７０ 

ＪＴ－Ｉ５５５ 
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１．序文

　この標準は、フレームリレー用ＣＳサービス依存部（ＦＲ－ＳＳＣＳ）を規定する。ＦＲ－ＳＳＣＳはＡ

ＴＭアダプテーションレイヤ内の上位に位置づけられ、標準ＪＴ－Ｉ３６３　６章に規定されるＡＡＬタイ

プ５のＣＳ共通部（ＣＰＣＳ）の上に置かれる。これを図１および図２／ＪＴ－Ｉ３６５．１に示す。ＦＲ

－ＳＳＣＳは、Ｂ－ＩＳＤＮにおいてフレームリレーベアラサービス（ＦＲＢＳ）をＢ－ＩＳＤＮ端末（Ｂ

－ＴＥ）で実現（エミュレート）するために使用される。またＦＲ－ＳＳＣＳは、Ｂ－ＩＳＤＮとフレーム

リレーネットワークをインタワークするためにも使用される。

２．ＦＲ－ＳＳＣＳで提供されるサービス

　ＤＬ－コア－ＳＡＰにおいて、ＦＲ－ＳＳＣＳは標準ＪＴ－Ｉ２３３〔Ⅰ〕の付属資料Ｃで記述されるコ

アサ－ビスを提供する。コアサービス利用者とコアサービス提供者（この場合、提供者とはＦＲ－ＳＳＣＳ

に相当する。）の間でやり取りされるコアサービスプリミティブを表１／ＪＴ－Ｉ３６５．１に示す。表１

／ＪＴ－Ｉ３６５．１は標準ＪＴ－Ｑ９２２付属資料Ａの節Ａ．４．２．２にある表にもとづいている。プ

リミティブとそのパラメータは標準ＪＴ－Ｉ２３３〔Ⅰ〕の付属資料Ｃに詳細が示されている。（図１／Ｊ

Ｔ－Ｉ３６５．１）

ＤＬ－コア－ＳＡＰＤＬ－コア－ＳＡＰＤＬ－コア－ＳＡＰＤＬ－コア－ＳＡＰ

DL-ｺｱ-ﾃﾞｰﾀ-表示

ＡＴＭ－ＳＡＰＡＴＭ－ＳＡＰＡＴＭ－ＳＡＰＡＴＭ－ＳＡＰ

ATM-ﾃﾞｰﾀ-表示

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知

FR-SSCS

AAL5 CPCS

AAL5 SAR

DL-ｺｱ-ﾃﾞｰﾀ-要求

ATM-ﾃﾞｰﾀ-要求

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-起動

ＡＡＬＡＡＬＡＡＬＡＡＬ

図１／ＪＴ－Ｉ３６５．１

Ｂ－ＩＳＤＮプロトコル参照モデルにおけるＦＲ－ＳＳＣＳの位置

（Ｂ－ＩＳＤＮ用ＴＥの場合）

(ITU-T　I.365.1)
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　フレームリレーインタワーキングポイント（ＦＲ－ＩＷＰ）での情報のやり取りはＩＷＦ－データ－表

示とＩＷＦ－データ－要求によって行われる（図２／ＪＴ－Ｉ３６５．１）。それらのプリミティブのパ

ラメータを表２／ＪＴ－Ｉ３６５．１に示す。

ＡＴＭ－ＳＡＰＡＴＭ－ＳＡＰＡＴＭ－ＳＡＰＡＴＭ－ＳＡＰ

ATM-ﾃﾞｰﾀ-表示

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知

FR-SSCS

AAL5 CPCS

AAL5 SAR

ATM-ﾃﾞｰﾀ-要求

JT-Q922

コア

ＦＲ－ＩＷＰＦＲ－ＩＷＰＦＲ－ＩＷＰＦＲ－ＩＷＰ

IWF-ﾃﾞｰﾀ-表示

IWF-ﾃﾞｰﾀ-要求

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-起動

図２／ＪＴ－Ｉ３６５．１

Ｂ－ＩＳＤＮプロトコル参照モデルにおけるＦＲ－ＳＳＣＳの位置

（フレームリレーネットワークとＢ－ＩＳＤＮ間のインタワーキング機能の場合）

(ITU-T　I.365.1)

　ＦＲ－ＳＳＣＳサブレイヤはＦＲ－ＳＳＣＳ－ＳＤＵの転送順序を保証している。ＦＲ－ＳＳＣＳサブ

レイヤは、ＣＰＣＳメッセージモードを使用する。ただし、ＡＡＬタイプ５のオプションである誤りデー

タの配信は使用しない。
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2.1　プリミティブ

　ＤＬ－コア－ＳＡＰを介してやり取りされるプリミティブを表１／ＪＴ－Ｉ３６５．１に示す。

表１／ＪＴ－Ｉ３６５．１

ＤＬ－コア－ＳＡＰにおけるコアサービスプリミティブとパラメータ

(ITU-T　I.365.1)

ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ DL-ｺｱ-ﾃﾞｰﾀ- DL-ｺｱ-ﾃﾞｰﾀ- FR-SSCS-PDU ﾌｨｰﾙﾄﾞ

要求 表示

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(注 1)

 DL-ｺｱ-ﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀ ○ ○ 情報フィールド

 廃棄可能性 ○ ＤＥ

 逆方向輻輳発生 ○ ＢＥＣＮ

 順方向輻輳発生 ○ ＦＥＣＮ

 DL-ｺｱ-ｻｰﾋﾞｽﾕｰｻﾞ ○ ○ Ｃ／Ｒビット

 ﾌﾟﾛﾄｺﾙ制御情報

○：パラメータあり

（注１）ＤＬ－コア制御パラメータとＤＬＣＩ／ＤＬ－コア制御表示パラメータがＤＬ－コア－データプ

リミティブに含まれるかは今後の検討課題である。
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　ＦＲ－ＩＷＰを介してやり取りされるプリミティブを表２／ＪＴ－Ｉ３６５．１に示す。

表２／ＪＴ－Ｉ３６５．１

ＦＲ－ＩＷＰにおけるプリミティブとパラメータ

(ITU-T　I.365.1)

ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ IWF-ﾃﾞｰﾀ- IWF-ﾃﾞｰﾀ- FR-SSCS-PDU ﾌｨｰﾙﾄﾞ

要求 表示

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

 DL-ｺｱ-ﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀ ○ ○ 情報フィールド

 廃棄可能性 ○ ○ ＤＥ

 逆方向輻輳発生 ○ ○ ＢＥＣＮ

 順方向輻輳発生 ○ ○ ＦＥＣＮ

 DL-ｺｱ-ｻｰﾋﾞｽﾕｰｻﾞ ○ ○ Ｃ／Ｒビット

 ﾌﾟﾛﾄｺﾙ制御情報

 DLCI/DL-ｺｱ制御 ○ ○ Ｄ／Ｃ

 表示（注１）

 DL-ｺｱ制御（注２） ○ ○ ＤＬ－コア制御

○：パラメータあり

（注１）このパラメータがＣ側（ＤＬ－コア制御）に設定されている場合、ＤＬ－コア制御パラメータが

存在することを示す。

（注２）このパラメータは、ＤＬＣＩ／ＤＬ－コア制御表示パラメータの表示がＣ側のときのみ存在する。

　ＦＲ－ＳＳＣＳとＡＡＬタイプ５のＣＰＣＳ間の境界を介してやり取りされるプリミティブは、標準Ｊ

Ｔ－Ｉ３６３節６．１．２．２．１で記述されている。

2.2　コネクションの説明

　ＦＲ－ＳＳＣＳにおいて多重化が可能であるため、複数のＦＲ－ＳＳＣＳコネクションを、単一のＣＰ

ＣＳコネクション（および、対応する単一のＡＴＭコネクション）と対応付けてもよい。一つのＣＰＣＳ

コネクション内のそれぞれのＦＲ－ＳＳＣＳコネクションは、データリンクコネクション識別子（ＤＬＣ

Ｉ）によって、一意に識別される。
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３．マネージメントプレーンおよびコントロールプレーンとの相互関係

　今後の検討課題である。

４．ＦＲ－ＳＳＣＳの機能、構造およびコーディング

4.1　ＦＲ－ＳＳＣＳの機能

　ＦＲ－ＳＳＣＳにより提供される機能は以下のものを含む。

ａ）多重／分離

　本機能は複数のＦＲ－ＳＳＣＳコネクションを単一のＣＰＣＳコネクションに多重化する能力を提供す

る。

ｂ）ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵ長の検査

　本機能はＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵがオクテットの整数倍で成り立っているか、およびＦＲ－ＳＳＣＳ－

ＰＤＵが標準ＪＴ－Ｉ２３３〔Ⅰ〕で規定されているものより長すぎたり短すぎたりしないかを検査する。

ｃ）輻輳制御

　本機能は適用可能な時に、輻輳回避手順を起動するよう網がエンドユーザに順方向および逆方向に知ら

せるための手段を提供する（順方向輻輳通知および逆方向通知による輻輳制御）。加えて、本機能はエン

ドユーザおよび／または網に対して輻輳状態での他のフレームに優先して廃棄されるべきフレームを指し

示す手段を提供する（廃棄可能性表示による輻輳制御）。輻輳管理手順は標準ＪＴ－Ｉ３７０で記述され

ている。

4.2　ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵの構造とコーディング

　同位ＦＲ－ＳＳＣＳエンティティ間の通信にはＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵを用いる。ＦＲ－ＳＳＣＳ－Ｐ

ＤＵ構造のフォーマットを図３／ＪＴ－Ｉ３６５．１に示す（注：この構造は、標準ＪＴ－Ｑ９２２フレー

ムリレーのフレームからフラグと０挿入とＦＣＳを除いたものとまったく同じである）。フォーマットと

フィールドのコーディングの詳細は、標準ＪＴ－Ｑ９２２付属資料Ａの節Ａ．３で示される。

　ＡＴＭ－ＰＤＵの各オクテットが、最上位ビット（ＭＳＢ）から最下位ビット（ＬＳＢ）の順で送られ

るように定義されているので、ＡＴＭ－ＰＤＵ内のＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵについても同様に最上位ビッ

トから最下位ビットの順で送られる。このビット送信順序は標準ＪＴ－Ｑ９２２と異なるが、受信後はも

とのビット順序に復元される。このため結果的にＦＲ－ＳＳＣＳの送信順序は、ＦＲ－ＳＳＣＳユーザに

対して標準ＪＴ－Ｑ９２２と同じと見える。
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デフォルト・ヘッダ・フォーマット

MSB LSB

１ （上位）ＤＬＣＩ  C/R EA
0

２ （下位) ＤＬＣＩ FECN BECN DE EA
1

３

情報フィールド

（整数オクテット： 1… 262…1600…オクテット）

ｎ

３オクテット・ヘッダ・フォーマット

MSB LSB

１ （上位）ＤＬＣＩ  C/R EA
0

２ ＤＬＣＩ FECN BECN DE EA
0

３ （下位）ＤＬＣＩあるいは  D/C EA
ＤＬ－コア制御 1

４オクテット・ヘッダ・フォーマット

MSB LSB

１ （上位）ＤＬＣＩ  C/R EA
0

２ ＤＬＣＩ FECN BECN DE EA
0

３ ＤＬＣＩ EA
0

４ （下位）ＤＬＣＩあるいは  D/C EA
ＤＬ－コア制御 1

ＤＬＣＩ＝　データリンクコネクション識別子(10/16/17/23 ビット)
Ｃ／Ｒ　＝　コマンド／レスポンスビット

ＥＡ　　＝　アドレスフィールド拡張ビット

ＦＥＣＮ／ＢＥＣＮ　＝　順方向／逆方向明示的輻輳通知

ＤＥ　　＝　廃棄可能性

Ｄ／Ｃ　＝　ＤＬＣＩ／ＤＬ－コア制御表示

図３／ＪＴ－Ｉ３６５．１

２、３および４オクテット・ヘッダ・フォーマットのＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵの構造

(ITU-T　I.365.1)

　デフォルト（２オクテット）・ヘッダ・フォーマットのサポートは必須である。３および４オクテット・

ヘッダ・フォーマットのサポートはオプションである。
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５．ＦＲ－ＳＳＣＳサブレイヤの手順

5.1　状態変数

　受信最新輻輳表示変数：この変数の初期値は“０”である。これはＦＲ－ＳＳＣＳコネクションが双方

向の場合に用いられる。この変数はこのコネクションの逆方向より受信した一番新しいＣＰＣＳ－ユニッ

トデータ－通知プリミティブのＣＰＣＳ輻輳表示パラメータの値を格納する。

5.2　送信側における手順

　ＦＲ－ＳＳＣＳが以下に示すプリミティブを受信した場合、図３／ＪＴ－Ｉ３６５．１に示すフォーマッ

トに従い表３／ＪＴ－Ｉ３６５．１に示す内容のＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵを構成する。

・Ｂ－ＴＥ内のコアサービスユーザからのＤＬ－コア－データ－要求

もしくは

・ＩＷＦ内の標準ＪＴ－Ｑ９２２コアからのＩＷＦ－データ－要求
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表３／ＪＴ－Ｉ３６５．１

送信側ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵに関する値

(ITU-T　I.365.1)

ＦＲ－ＳＳＣＳで設定される値

ＦＲ－ＳＳＣＳ－

 ＰＤＵフィールド

 Ｂ－ＴＥ  ＩＷＦ

 ＤＬＣＩ  コネクション設定時または加入  （Ｂ－ＴＥと同じ）

 時に決定したＦＲ－ＳＳＣＳコ

 ネクションに対応した値を設定

 Ｃ／Ｒ  ＤＬ－コア－サービスユーザプ  （Ｂ－ＴＥと同じ）

 ロトコル制御情報パラメータの

 値を設定

 ＦＥＣＮ  “０”を設定  順方向輻輳発生パラメータの値

 を設定

 ＢＥＣＮ  “０”を設定  受信最新輻輳表示変数の値と、

 またはオプションとして受信最  逆方向輻輳発生パラメータの値

 新輻輳表示変数の値を設定  の論理和を設定

 ＤＥ  廃棄可能性パラメータの値を設定  （Ｂ－ＴＥと同じ）

 ＤＬ－コア制御  今後の検討課題  （Ｂ－ＴＥと同じ）

 Ｄ／Ｃ  コネクション設定時または加入  （Ｂ－ＴＥと同じ）

 時に決定した、ヘッダの最後の

 オクテットが、ＤＬＣＩまたは

 ＤＬ－コア－制御フィールドの

 どちらの表示をするかを指示す

 る値を設定

 ＥＡ  ヘッダの最初または途中のオク  （Ｂ－ＴＥと同じ）

 テットでは“０”、最後のオク

 テットでは“１”を設定

 情報フィールド  ＤＬ－コア－ユーザデータのパ  （Ｂ－ＴＥと同じ）

 ラメータ値を設定

　ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵは、ＣＰＣＳ－ユニットデータ－起動プリミティブのインタフェースデータ（Ｉ

Ｄ）パラメータ内に設定されてＣＰＣＳサブレイヤに転送される。このプリミティブの他のパラメータは

以下のように設定される。
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・ＣＰＣＳ損失優先度（ＣＰＣＳ－ＬＰ）パラメータは以下のどちらかである。

　ａ） ＤＬ－コア－データ－要求プリミティブ又はＩＷＦ－データ－要求プリミティブの廃棄可能性パ

ラメータの値に設定される。

　ｂ） 常時“０”もしくは“１”に設定される。

　上記ａ）とｂ）の両方ともサポートされなければならない。従って、網運用者は、コネクション設定時

もしくは加入時にＣＰＣＳコネクション毎にいずれを用いるかを選択できる。これら二つのケースの選択

方法は、この標準の範囲外である。

・ＣＰＣＳ輻輳表示（ＣＰＣＳ－ＣＩ）パラメータは常時“０”に設定する。

・ＣＰＣＳユーザ間表示（ＣＰＣＳ－ＵＵ）パラメータは常時“０”に設定する。

5.3　受信側における手順

　ＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知プリミティブの受信時に、受信最新輻輳表示変数はＣＰＣＳ輻輳表示

（ＣＰＣＳ－ＣＩ）パラメータの値に設定される。ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵは、インタフェースデータ（Ｉ

Ｄ）パラメータから取り出される。

　ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵの情報フィールドに含まれたＦＲ－ＳＳＣＳ－ＳＤＵは、以下のように渡され

る。

・Ｂ－ＴＥの場合には、ＤＬ－コア－データ－表示プリミティブを使って上位レイヤに渡される。

もしくは、

・ＩＷＦの場合には、ＩＷＦ－データ－表示プリミティブを使って標準ＪＴ－Ｑ９２２コアに渡される。

　各プリミティブのパラメータを表４／ＪＴ－Ｉ３６５．１に示す。
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表４／ＪＴ－Ｉ３６５．１

受信側におけるＤＬ－コア－データ－表示プリミティブと

ＩＷＦ－データ－表示プリミティブのパラメータ値

(ITU-T　I.365.1)

 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DL-ｺｱ-ﾃﾞｰﾀ-表示ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ IWF-ﾃﾞｰﾀ-表示ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ
(B-TE) (IWF)

 DL-ｺｱ-ﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀ  FR-SSCS-SDU(情報ﾌｨｰﾙﾄﾞ )  （Ｂ－ＴＥと同じ）

 廃棄可能性 　(注 1) 　(注 2)

 逆方向輻輳発生 FR-SSCS-PDU の BECN ﾌｨｰﾙﾄﾞ の値を設定  （Ｂ－ＴＥと同じ）

 順方向輻輳発生  FR-SSCS-PDU の FECN ﾌｨｰﾙﾄﾞ の値と、  （Ｂ－ＴＥと同じ）

 CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞの CPCS-CI
 ﾊﾟﾗﾒｰﾀの値の論理和を設定

 DL-ｺｱ-ｻｰﾋﾞｽ  FR-SSCS-PDU の C/R ﾌｨｰﾙﾄﾞの値を設定  （Ｂ－ＴＥと同じ）

ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙ制御情報

 DLCI/DL-ｺｱ制御表示  今後の検討課題  FR-SSCS-PDU の D/C ﾌｨｰ
 ﾙﾄﾞ の値を設定

 DL-ｺｱ 制御  今後の検討課題  FR-SSCS-PDU の DL-ｺｱ
 制御ﾌｨｰﾙﾄﾞ があればそ

 の値を設定

（注１）Ｂ－ＴＥの受信側において、ＣＰＣＳ損失優先度（ＣＰＣＳ－ＬＰ）パラメータの情報は、ＦＲ

－ＳＳＣＳでマネージメント等の他のエンティティに送られてもよい。

（注２）ＩＷＦの受信側において、廃棄可能性（ＤＥ）パラメータは、ａ）またはｂ）に設定されなけれ

ばならない。

　ａ） ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵのＤＥフィールドの値

　ｂ） ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵのＤＥフィールドの値と、ＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知プリミティ

ブのＣＰＣＳ－ＬＰパラメータの値の論理和

　上記ａ）とｂ）の両方ともＩＷＦでサポートされなければならない。従って、網運用者は、コネクショ

ン設定時もしくは加入時にＣＰＣＳコネクション毎にいずれを用いるかを選択できる。これら二つのケー

スの選択方法は、この標準の範囲外である。
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付属資料Ａ　略称および用語リスト

AAL ATM Adaptation Layer ATM アダプテーションレイヤ
ATM Asynchronous Transfer Mode 非同期転送モード
B-ISDN Broadband Integrated Services Digital Network 広帯域 ISDN
B-TE B-ISDN Terminal B-ISDN 用 TE
BECN Backward Explicit Congestion Notification 逆方向明示的輻輳通知
C/R Command/Response bit コマンド／レスポンスビット
CPCS Common Part Convergence Sublayer CS 共通部
CPCS-CI CPCS- Congestion Indication CPCS 輻輳表示
CPCS-LP CPCS- Loss Priority CPCS 損失優先度
CPCS-UU CPCS- User-to-User Indication CPCS ユーザ間表示
CS Convergence Sublayer CS(コンバージェンスサブレイヤ)
D/C DLCI or DL-CORE control indicator DLCI/DL-コア制御表示
DE Discard Eligibility 廃棄可能性
DLCI Data Link Connection Identifier データリンクコネクション識別子
EA Address Extension bit アドレスフィールド拡張ビット
FCS Frame Check Sequence フレームチェックシーケンス
FECN Forward Explicit Congestion Notification 順方向明示的輻輳通知
FR Frame Relaying フレームリレー
FR-IWP Frame Relaying Interworking Point フレームリレーインタワーキングポイント
FR-SSCS Frame Relaying Service Specific Convergence Sublayer フレームリレー用 CS サービス依存部
FRBS Frame Relaying Bearer Service フレームリレーベアラサービス
ID Interface Data インタフェースデータ
IWF Interworking Function インタワーキング機能
LSB Least Significant Bit 最下位ビット
MSB Most Significant Bit 最上位ビット
PDU Protocol Data Unit プロトコルデータユニット
SAP Service Access Point サービスアクセスポイント
SAR Segmentation and Reassembly Sublayer 分割／組立サブレイヤ
SDU Service Data Unit サービスデータユニット
TE Terminal Equipment TE(端末)

core service コアサービス
corrupted data delivery 誤りデータの配信
indication 表示〔プリミティブ名〕
interaction 相互関係
interworking インタワーキング
invoke 起動〔プリミティブ名〕
request 要求〔プリミティブ名〕
sequence integrity 転送順序保証
signal 通知〔プリミティブ名〕
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